













のように，記憶の起源 ( ソース ) についての帰属判断
を伴う一連のプロセスを，ソースモニタリングという 















Relation Between Self-reported Reality-monitoring Error Experience 
and Temporal Fluctuation of Resting-state EEG
Shiho Kashihara
Abstract: Reality monitoring (RM) is the process of making attributional judgments about the 
source of a memory, in particular, to determine whether a memory is derived from internally 
generated or externally perceived information. This study examined the relation between self-
reported RM in everyday life and temporal fl uctuation of the resting-state EEG. A total of 169 
undergraduates and graduates took part in the experiment, of whom data of 135 participants 
were analyzed. First, resting-state spontaneous EEG was recorded for fi ve minutes in the eye-
closed resting condition, and then the participants were asked to answer the 32-item Reality-
Monitoring Error Experience Questionnaire (RMEEQ) in order to assess the degree to which 
they experience RM errors in everyday life. The results showed that the coeffi  cient of variation 
of the beta peak frequency of the spontaneous oscillation at frontal area was larger for those 
who were more likely to report that they experience RM errors in daily life. On the other hand, 
the long-range temporal correlation (LRTC) of spontaneous EEG was not correlated with the 
RMEEQ score. Therefore, it is suggested that the unstable temporal variability of frontal beta 
oscillation in the resting-state EEG relates to RM measured by RMEEQ.





過程は，リアリティモニタリング (reality monitoring: 







た。これまでに，ソース間の類似性 (e.g., Henkel & 
Franklin, 1998) や，発達による影響 (e.g., Sussman, 
2001)，アルツハイマー病などの疾患の影響 (e.g., El 




ことが繰り返し示されており (e.g., Harvey, 1985)，幻
聴などの統合失調症の陽性症状は，患者自身の思考や
内声を他者が発話したものとして誤って帰属するとい









れてきた (e.g., Johnson et al., 1993)。特に，内側前頭
前皮質 (medial prefrontal cortex: mPFC) が RM 課題
の遂行に重要な役割を果たすことが示唆されている 











か (Engel & Fries, 2010)，β帯域の神経活動の変化に
は内的に生成される行為と外界に由来する行為の違い
が反映される可能性も示唆されている (Khalighinejad, 
Schurger, Desantis, Zmigrod, & Haggard, 2018)。実
際に，RM 課題中，自身で生成した情報と外的に得ら
れた情報とで mPFC におけるβ帯域の神経活動が異
なることも明らかになっている (Subramaniam et al., 
2019)。



















傾向と正に相関すること ( 中田・森田，2017) などが
報告されている。これらの RMEEQ と関連する特性
は，RM 能力の低さと解離性体験 (Hyman & Billings, 
1998) や RM の確信度の低さと強迫性障害 (McNally, 
& Kohlbeck, 1993; レビューとして Lavallé, Brunelin, 
Bation, & Mondino, 2020) の関連が示されていること
と一致する。



































る ( 宮内，2013; 宮内・上原・寒・小池・飛松，2012; 



























響を受ける現象の一つである (Hanslmayr, Axmacher, 





temporal correlation: LRTC; Linkenkaer-Hansen, 
Nikouline, Palva, & Ilmoniemi, 2001) と，ピーク周波
数の変動 (Wolff  et al., 2019) の２つを取り上げる。
　まず，LRTC は，近年心拍や脳波などの生体データ
に適用されるようになった指標の一つである。LRTC
は，トレンド除去変動分析 (detrended fl uctuation 
analysis: DFA) などの定量化手法を用いて評価され 
(e.g., Hardstone et al., 2012; Linkenkaer-Hansen et 
al., 2001)，神経活動の変動における数秒から数分の
期間の記憶の程度を反映していると考えられている 
(Linkenkaer-Hansen et al., 2001)。アルツハイマー病 
(Montez et al., 2009) や大うつ病 (Linkenkaer-Hansen 
et al., 2005) など様々な精神疾患で LRTC の減弱が
報告されており，例えば統合失調症の患者は健常者
と比べてα，β周波数帯域の振幅は変わらない一方
で，LRTC は弱いことが報告されている (Nikulin, 
Jönsson, & Brismar, 2012)。LRTC は，神経ネットワー
クの興奮性と抑制性の結合のバランスから生起する






　また，ピーク周波数の変動係数 (coeffi  cient of 
variation: CV) を算出することで時間の経過における



































衰することが示唆されていること (Subramaniam et 
al., 2019) や，RM 能力の障害が指摘されている統合失
調症患者においてβ帯域の LRTC が減弱しているこ






























ング・エラー経験質問紙 (Reality-Monitoring Error 
Experience Questionnaire: RMEEQ) を用いた。本尺
度は１因子全32項目で構成されており，日常場面で経















極キャップ (actiCAP; Brain Products 社 ) を用いて，
10-10法に基づく頭皮上63部位 (AF3, AF4, AF7, AF8, 
C1, C2, C3, C4, C5, C6, CP1, CP2, CP3, CP4, CP5, CP6, 
CPz, Cz, F1, F2, F3, F4, F5, F6, F7, F8, FC1, FC2, 
FC3, FC4, FC5, FC6, Fp1, Fp2, FT10, FT7, FT8, 
FT9, Fz, FCz, O1, O2, Oz, P1, P2, P3, P4, P5, P6, P7, 






ステム (DC 脳波計 BP-01110) を用いて DC-250 Hz 帯
域幅で増幅し，サンプリング周波数1,000 Hz で記録し
た。
　 安 静 時 脳 波 の 前 処 理 に は，MATLAB9.4.0 
(Mathworks Inc.) で動作する EEGLAB ツールボッ




















M 54.90 0.74 19.45 .009
SD 24.35 0.12 0.73 .002
2 3 4
1. RMEEQ 合計点 -.046 .241** .061
2. 前頭βピーク周波数 － .132** .055
3. 前頭β ピーク周波数 CV － .001
4. 前頭β帯域 DFAe 　 　 －
注 ) 統制変数：年齢，性別，BMI，閉眼時覚醒度
　　**p < .01
Figure 1. RMEEQ 合計点と各電極におけるβピー
ク周波数のCVの偏順位相関係数を示したトポマッ




DFAe の偏順位相関係数を示したトポマップ ( 左 ; 年
齢，性別，BMI，覚醒度を統制 )，および RMEEQ合
計点と前頭β帯域のDFAe の散布図 ( 右 )
─ 679 ─
リアリティモニタリングエラー経験の自己評価と自発脳波の時間的変動の関連
スケーリング指数 (detrended fl uctuation analysis 
exponent: DFAe; e.g. , Hardstone et al . , 2012; 
Linkenkaer-Hansen et al., 2001) を 求 め た。DFAe
の算出には，75 %オーバーラップした20秒ごとの
エポックに分けられた前処理後のデータを用いた。
MATLAB の Neurophysiological Biomarker Toolbox 
(NBT; Hardstone et al., 2012) を使用して，電極ごと









































れた (partial rho = .241, p = .006; Figure 1)。一方で，
RMEEQ 合計点と LRTC の指標である前頭β帯域の
DFAe の間 (Figure 2)，および前頭βピーク周波数の
CV と前頭β帯域の DFAe の間には，有意な相関はみ
られなかった ( それぞれ，partial rho = .061, p = .49; 


















神疾患患者において低下している (Degl’Innocenti & 
Bäckman, 1999) ことを考慮すると，本研究の結果は，
大うつ病性障害の患者においてα帯域の自発脳波の
ピーク周波数がより変動しやすいことを示した Wolff  






　一方で，本研究では LRTC の指標と RMEEQ の
間には有意な相関はみられず，安静時の自発脳波の






るという自己モニタリング仮説 (Frith, 1987) と，統合
失調症患者における LRTC の弱さを報告した Nikulin 













歴にどの程度依存するのかを反映しており (Fedele et 
al., 2016; Linkenkaer-Hansen et al., 2001)，神経ネット
ワークの興奮性と抑制性の結合のバランスから生起す










されている (Engel & Fries, 2010)。RM の神経基盤に
関するいくつかの先行研究では，mPFC を含む前頭
β帯域の神経活動が記憶のソースによって影響を受


















示唆されていることからも (Beaudoin & Desrichard, 
─ 681 ─
リアリティモニタリングエラー経験の自己評価と自発脳波の時間的変動の関連
2011)，RMEEQ と実際の RM 能力の関連についても
押さえておく必要がある。今後は，RMEEQ を用いて
RM に関する自己評価を測るとともに，RM 課題を用
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